
様式第二号の九(第人条の四の六関係)

(第 1面)

産業廃棄物処理計画実施状況報告書

ノ年ノ月ノ日
都道府県知事

(市長) 殿

提出者

住

北颯熱縮攀講森雙
所 堺 雪族 高田市托尾 922番地
氏 名  ' TE L0978-27-33S4
(法人にあっては、名称及び代表者の氏名)

y

電話番号

廃案物の処理及び清掃に関する法律第 12条第 10項の規定に基づき、 点 ど 年度の産業廃棄物
処理計画の実施状況を報告しま現

事 業 場 の 名 称 北 崎 牧 場 株 式
含 等

・

事 業 場 の 所 在 地
電)879-0733
大分県豊後
TE
高田市荒尾 922番地
L0978-27-3354

事 業 の 種 類
少 / 族糸

産業廃築物処理計画における

計  画  期  間 焦K タ ～
R3 カメ

産業廃棄物処理計画における目標値

項目 目標値 項目 目標値

排   出   量 ヵιF令 鮮 t 全 処 理 委 託 量

自ら再生利用を行 う

産 業 廃 棄 物 の 量 υ
t
優良認定処理業者への

処 理 委 託 量 t

自 ら熱回収 を行 う

産 業 廃 棄 物 の 量
t
再生利用業者への

処 理 委 託 量
t

自ら中間処理により減量する

産 業 廃 葉 物 の 量
t
認定熱回収業者への

処 理 委 託 量
~Zア 87 t

自 ら埋立処分又は

海洋投入処分を行 う

産 業 廃 棄 物 の 量

t

認定熱回収業者以外の

熱回収を行う業者への

処 理 委 託 量

t

※事務処理稲三

(日本産業規格 A夢14番 )



計画の実施状況 (産業廃棄物の種類 : 効狗 oぎ 嵯ヽ )
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②

①のうち熱回収認定
業者への処理委託量

③

′⑩のうち熱回収認定

業者以外の

熱回収を行 う業者
への処理委託量

①の うち再生利用

業者への処理委託量

②

①

①の うち優良認定

処理業者への

処理委託量

直接及び自ら

中間処理 した後の

処理委託量

投入処分した量

自ら中間処理 した後

自ら埋立処分又は

自ら中間処理 した

再生和よ用 した量

後

自ら中問処理によ

〇

自ら中間処理 した

の

①のうち熱回収
った量

⑤

自ら中問処理

し

④

自ら直接

/=′♂π

自ら直接埋立処分又は
排   出  量

①
/}′′汐

有 償 物 量

不要物等発生量

実績値

/お″汐

ダPνO有ノ

項 目

①排出量

②+③自ら再生利用を
行つた量   _

⑤自ら熱回収を行つた量

⑦自ら中問処理と手より減

量 した量

③キ⑨自ら埋立処分又は

海洋投入処分を行つた量

⑩全処理委託量

①優良認定処理業者への

処理委託量

⑫再生利用業者への処理

委託量

①熱回収認定業者への処

理委託量

①熱回収認定業者以外の

熱回収を行 う業者への処

理委託量

（韻
や
酬
）



計画の実施状況 (産業廃棄物の種類 : 勿欺″Aみ彎 )

①のうち再生利用
業者への処理黍託量

⑫

⑩のうち熟回収認定
の

⑩のうち熱回収認定
業者以外の

熱回収を行 う業者
への処理委託量

⑭

自ら中間処理 した後

再生利用 した量

③

自ら中間処理 した後

自ら理立処分又は

海洋投入処分 した量

◎

直接及び 自ら

中間処理 した後の

処理委託量

⑩

/、夕じ

⑩のうち優良認定
処理業者への

処理委託量

①

自ら中間処理 した

自ら中間処理によ

した

⑦

自ら直接

再生利用 した量

②

自ら直接埋立処分又は

海洋投入処分した量

③

自ら中間処理

④

④のうち熱回収
つ

⑤

有 償 物 量

排   出  量

ムすう
①

不要物等発生量

実績値

ム庁少

/、まし

項 目

①〕F出量

②+③ 自ら再生利用を
行つた量

⑤自ら熱回収を行つた量

⑦自ら中間処理により減
量 した量

③キ③自ら埋立処分又は

海洋投入処分を行つた量

⑩全処理委託量

①優良認定処理業者への
処理奉託量

⑫再生利用業者への処理

委託量

①熱回収認定業者への処

理委託量

④熱回収認定業者以外の

熱回収を行 う業者への処

理委託量

（韻
］
駅
）


